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Ver 日付 機能 内容 
6.50 2018/11/20 システム名称変更 システム名称／オプション名称を変更しました。 

「鉄道線形システム APS-Railway」を「鉄道 BIM 計画システム 
APS-RailBIM」に、「建築限界支障チェックシステム OP-RW3D」
を「BIMオプション OP-RW3D」に変更しました。 

AutoCAD2019対応 Autodesk AutoCAD 2019シリーズに対応しました。 
APS-K for AutoCAD との同時使用は、APS-K for AutoCAD 
Ver6.5が必要です。 

東京急行電鉄対応 建築限界形状に東京急行電鉄「私鉄(T)」を追加しました。（3Dモ
デル出力には OP-RW3Dが必要です） 

  
建築限界拡大計算にカントによる傾斜を考慮しない設定を追加
しました。また、てい減長のα、βを基準線形上で計算する設定
を追加しました。 

 

プラットホーム離れの計算で、カント偏い量を簡略式とする設定
を追加しました。 
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Ver 日付 機能 内容 
6.50 2018/11/20 線形検討－ 

鉄道断面設定 
鉄道断面設定の初期設定(1)～(3)の設定内容を「鉄道断面設定マス
タ」に登録可能としました。 

 
マスタ登録―鉄道
断面マスタ設定 

鉄道断面設定の初期設定(1)～(3)の設定項目に名前を付けてマス
タ登録可能としました。ここで登録マスタ名称にチェックを付け
たものが鉄道断面設定の初期値となります。 
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Ver 日付 機能 内容 
6.50 2018/11/20 線形検討― 

鉄道断面設定 
施工基面幅設定に 3Dモデルビューに表示する軌道（レール・枕木
の簡易形状）の設定を追加しました。 

線形検討－ 
横断現況・法面設
定 

横断現況・法面設定を追加し、３次元地形データからの横断現況線
取得、横断現況に対する法面計算、法面の平面図展開を行えるよう
にしました。ただし、3次元地形データは別売の「現況高さ編集ソ
フト APS-ZE Win」にて面データを作成したファイルを推奨しま
す。 

 
線形検討－ 
土木構造物設定 

線形上に土木構造物（トンネル／橋りょう／高架橋）の区間を設定
可能としました。各構造物の配置区間は、切土高、盛土高による配
置条件を与え、自動配置することも可能です。 

 
  



APS-RailBIM 追加機能 

4 
 

Ver 日付 機能 内容 
6.50 2018/11/20 線形検討－ 

数量計算 
土工・橋りょう・高架橋・トンネルの延長、及び、土工数量の計算
機能を追加しました。計算結果はMicrosoft Excelに転送可能です。 

 
線形検討－ 
3Dモデルビュー 

施工基面、法面、および、土木構造物の設定状況を 3Dモデルで表
示可能としました。 

 
線形検討― 
表示設定、他 

表示設定およびツールボタンに、施工基面、法面、土木構造物に関
する設定を追加しました。 

縦断図 
（OP-PROF） 

線形検討で設置した土木構造物の簡易形状、及び、区間旗上げを出
力可能としました。 
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Ver 日付 機能 内容 
6.50 2018/11/20 AutoCADアドオン

－2D 作図 
法面記号の作図を追加しました。 

 
AutoCADアドオン
－断面作図 

断面図に施工基面、法面、土木構造物形状を出力可能としました。 

 
AutoCADアドオン
－3D モデル出力
（OP-RW3D） 

3D 地形、施工基面、法面、及び、土木構造物を 3D モデルとして
出力可能としました。 
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Ver 日付 機能 内容 
6.50 2018/11/20 AutoCADアドオン

－確認動画（OP-
RW3D） 

確認動画に 3D 地形、施工基面、法面、及び、土木構造物を表示可
能としました。 

 

 
 


